
高度成長を目指した生産性あるいは効率向上といった視点から

でなく,生活する人を中心に考え,かつ地球の資源は有限である

という視点に立った技術開発が今後ますます重要となってくる｡

このような潮流を含め,社会的要請を的確に把握すること,そ

して,本文で示す情報システム,エレクトロニクス,エネルギー

のほか,通信･放送･家庭電気機器などの幅広い事業分野でシナ

ジー効果を発揮し,上記の社会的要請にこたえるための新しい技

術および製品を開発して,社会に送り出すことが総合電機メーカ

ーとしての責務である｡

健全な理性に基づく調和のとれた技術の進歩は,間違いなく21

世紀の人類に,より豊かな社会をもたらすであろうという期待の

もとに,今後も日立製作所は新技術の開発に取り組んでいく｡
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蔓
オープンベース自律分散システム

WS(Wo｢kstation)がLAN接続された分琴処理環境で,オンライン拡張･保守,耐故障性を達成するオープン

ベース自律分散システムを開発した｡

近年レ)ダウンサイジングやオープン化の紫求の小

で,従来の人乳汁貸株による集･l･システムではな〈,

さまざまな機杵のⅠ)C(PersnllalC()111ptlter),WSを適

材適所に配試し7ご分放システム構築への安求が1;■Tiまっ

ている｡このような背韻のもとで,柏放のWSかじノ構成

される分散システムで,従水,速成榊雉であったオンラ

インでの拡矧二鞋･保二刊午,耐占丈陣件をて人モ妃するUNIX染)

ベースの自律分散システム環墟AI〕S(Auto11()111()tlS

Decentralized S)rSte111)をクリエイティブステーショ

ン3050/R_卜で開発Lた｡問碓技術は,l川二製作所オリ

ジナルのシステム概念であるIrl律分散を,オープン分

散計算機システム分野に鮎閲したものである｡

ADSでは,LANで指紋された行UNIX WSにl上川ヒ

分散基本ソフトを糾み込み,各WSがl′】I勺ソフトウェ

アモジュールを独自の判断で状わいこんbじて一ノミ什‖指巨と

L,終WS問での白子割付な連携を一夫ちユLている｡これに

より,システムの拡張や保二千を′j三什卜装荷を1卜めるこ

となく容拐に行うことが‾b+瀧となっ7ご｡また,アプリ

ケーションモジュール,ファイルをネットワークで接

続された任意のWSに多市に仙芯することができ,l肘

枚ド削1三を?さ凱二′大槻できる｡ADSではユーザーは日分

の行う業務だけを‾考えればよく,それが,どこで,ど

のように一夫行されるか,システムがどのような構成,

状態になっているかを意識する必貸がない｡開削支術

は,オープン分散計算機システムに対する使い勝子,

構築･連川･休二了:の寄与引牛を伽l二するものである｡

F′川t分散は16午前からl-l_､-.J二製作所が独自に提案し,

f椚ヒ,l判ヲ巨しているものであり,すでに情事I硝】j御計算

機のシステム,オフィスプロセッサのシステムで製ん∫-

化,ノjヾ川J化している｡牡界の人苧,企業でも数年前か

い∫1枠分牧の考えノノにのっとった分散システムの研究

開発が進められており,近年わが【土1でも盛んになって

いる｡このような小で,このADSは口律分散技術の海

ケト州iJ研究光であるカリフォルニア大亡､声バークレイ

校,アーバイン校およびフロリダ大半のUNIX WSに

搭載されており,待人一Tfで分散システム,分散OS,オ

ブジェクト才帥I分散ソフトl那己技術の研究,桝発にi､.†

川されている｡

※)UNIXオペレーティングシステムは,UNIXシステム

ラボラトリーズ祉が1-一報H己し,ライセンスしている｡

自律分散システム環境を開発したクリエイティブステーション3050/R
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琶
世界最小の新方式AND型フラッシュメモリセル

新しい動作方式とセル構造に基づく世界最小のフラッシュメモリセルを開発した｡多様な市場ニーズを同時に満足す

る次世代フラッシュメモリのコア技術として期待される｡

フラッシュメモリは,′.Eikj(オフの状態でも.1;二き込ま

れたデータが-リこわれないイく仲子引･fト,システムに′ノミ装し

7ご状態でIrl山に=こl;二き扱えができる似いやすさ,および

DRAM(DyllaIlliclくAM)をしのぐil∫Ji集柿什をfナわせ

打った-､ド導体メモリである｡こうLた柑丘を′l三かして,

今後,パーソナルコンピュータやプリンタなどのOA

機器,セルラ屯.i.キや仙人十榊i端りこなどの小月朋馴チ機詰:一与

分野を-卜じ､に急速なIF丁場拡人が別行されている｡

今川,BIOSなど制御プログラム0)桁納,メインメモ

リの拡蝦,磁;もディスクに代わる外一弘;山荘など,多様

な川途に帖広く対応することを=rlくJとして,‾析ノJJ(

ANDチモリフラッシュメモリセルを開発した｡新しい軌作

方式とこれに過したメモリセル構造を考案することに

より,従水の技術では′太りげ､きなかっ7ご微細化,低1‾に

旺･低消雪屯ノJ化∴亡■Ji通勤作,分割iilj上の一敗jミをIiり畔に

満足することが‖†能となった｡析ノノ式の-iミな打1主は次

のとおi)である｡

(1)F()Wler-Nordheilllトンネル槻象を川い7∴Ⅰミニき込

みノ山てを奇襲し7ご｡1ビット､tlたりのiili貿1E流が′トさ

いため,軌作に必安な止‡lの.t-ごi屯Jl三をオンチッナ汁Jli･

降J=‖柑話力Iら†朋r‡することができ,3∴うVjきト･電i坂イヒ

が′ノミ現される｡

(2)l･..i上の低心就盲l‾ミニき込みは,多ビット引■ij時に書き

込む‾､1仁列動作を‾‖捕巨にするため,実効rlモJな芳き込み高

速化が′+一三現される｡

(3)32～128仰のメモリセルをブロック化Lて,拡散屑

円し爛げ､1仁少‖‾衣紋するコンタクトレス構造を考案した｡

フラッシュメモリとして件界jかJ､のセル榊桔(0.4トLm

仙】二で1.28ドn12)と,XIP(Executeint)1ace)川途で必

-･ガイ(叶欠なiナナ;速ランダムアクセスが剛寺に実現叶能と
なる｡

ト1)_卜.三亡のブロックごとに選択トランジスタを設け

て,データ線,ソース繰配線のl卿削ヒ方式を才采即した｡

これによi),セル間の州ノJ∵｢-渉抑制が可能となり,512

バイト呼イJ=ワード線単位)の分割消去が速成される｡

卜述したAND彗ワフラッシュメモリセル技術は,低コ

ストと.∴什絹旨をtlり時に実収できる｡/卜後､多様な川途に

対応｢-j瀧な次一川イし人守手指フラッシュメモリのコア技術

として,椚ノJ抑二弘仏迫川を進めてい〈計l垣lである｡

●
●
●

研
究

金属配線

ソース配線 ドレーン配線

ワード酉己綿

i享i垂ケ､-ト

[垂亘萱匝]

出

図l新方式AND型フラッシュメモリセル
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済
知識処理向け並列計算機

第五世代コンピュータ研究開発プロジェクトの一環として256個のプロセッサを持つ並列推論計算機PIM/cを試作

し,知識処理プログラムの高速並列処理を実現した｡

並列推論計算機PIM/c筐体(上)と要素プロセッサボード(下)

256MビットDRAM基本技術

1‾l三l際r小二i㍍し､.‡川桁を子亡上ている第‾打.世代コンピュータ

プロジェクト(1982～1992)は,知識情報処理指向の並

列推論を小核とLた新しいコンピュータを他界に先駆

けて閲す己した岨′束プロジェクトである｡PIM(Parallel

IITfel-e11CeMachi11e)は,このプロジェクトで開発した

並列論押型言語KLl(KerTlelLangtlagel)を実行す

るii巨列計算機である｡

｢lカニ撃糾乍凧ま,ICOT(新枕代コンピュータ技術開発

機構)の委託をノ受けて,以卜の二つの特徴を持つPIM/c

を開発した｡

(1)プログラムの柿叶性を/l三かし通信を効率的に行う,

ネットワーク･-iミ甜法文イJ一の階層橋造アーキテクチャ

(2)プロセッサ間で,仕事の分配を自助的かつ高速に

行う,軌的負荷分散支援ハードウェア

ICOl､の応刷プログラムの一つである並列配線プロ

グラムを川いた評価の結果,並列知識処理の有効性を

櫛.子息した｡

これにより,今筏の急矧剥が期待される並列触親処理

技術の進展に人きく寅献することができると思われる｡

電池動作可能な低電力化技術･および高歩留り化技術を特長とする256MビットDRAMを,0.25ドm微細加工技術

を用いて試作し,基本動作を確認した｡

音声,何像,映像などを拭うマルチメディア時代の

大容二最DRAMでは,電池バックアップ動作に備えて,

低`副_ト低電流での`左右動作,およびチップ歩留りの向

_r二と製造コストの抑制が車‾安である｡
そのため低屯流F-‾l路技術として,トランジスタのオ

フ時のリーク電流を抑制するドライバ川路と電帯川サ

イクル彗ワリフレッシュ方式を開発し,データ保持屯流

を5()ドA以‾‾卜に抑えた｡高効率フ亡長方式として,メモリ

アレーl勺のリーク電流による不良を救済するサブアレ

ー置根冗長ノノ式をl-一郎毛し,埋論的には現在の16Mビッ

トDRAMと同程度の歩留りが得られる見通しを得7ご｡

製造技術として,シリコン基根に段差を付けてからメ

モリアレーを形成する平たん化技術を開発し,並慮件

に優れた光リソグラフィー技術で0.2叫mの微細加‾_｢

を‾叶能とした｡これらを用いて災験川256Mビット

DRAMを試作し,メモリ甚本軌作の確認に戌功Lた｡

256MビットDRAMの試作チッフ

(チップ面積:川.4mmX33.2mm)

(メモリセル:積層型,0.72トm2)

究
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篭
超高遠MRlによる脳機能の画像化

超高速MRlを用いて,運動想像時の脳内反応を観察する技術を開発した｡現在,高次脳機能の高精度計測システ

ムを目指して研究を進めている｡

㌦〆､

芸歴彗

㌔,

瀦一ぎ

湧
I

i▲-

､㌧㌻澱毒
･-む一～

■

i.i て手 ▼

恕た二

≠L

.-,巾-●

戦

左手指運動想像時の脳活性化部位(要員頂から見た脳表上に赤で

示す｡左手指を動かさずに,それを想像するだけでも右脳が活性化する

様子をとらえることができる｡)

研
究

超高速MRI(MagneticResonanceImaging)を糊い

たりi苅機能計測の基礎技術を開発Lた｡

外部刺激によって脳の一一部が括什化されると,その

部位の血流量が増加する｡これに伴い局所的にヘモグ

ロビンに磁性変化がf仁じ,MR信ぢ-が増大する｡この微

小な信号変化をとらえ,画像化することによって月亡苅の

満性化部位を抽出した｡

川

め

必

主な特長は次のとおりである｡

造影剤をまったく円いない一女全な計測法であるた

健常者への広範な適用が可能である｡

エコープレナ法を基調とした超高速撮影法をrH

い,秒オーダで乍じる変化の連続計測を叫能とした｡

(3)信号検Hげ‖プローブの高感度化や位相ひずみ補止

処坤により,高精度画像を得た｡

この技術を磁場強度1.5TのMRIに迫川した結果,

左手指の運針によって対応する右運動野が活性化する

ことを確認した｡

高遠LANを用いた多地点電子対話システム

高速LAN上で映像･音声通信を行うための基本技術を開発し,その応用として多地点のWSを結んだ電子対話シス

テムを開発した｡

このシステムは,高速LANで糸ItiばれたWSを円いて

ユーザーが在席でインフォーマルな協Iii川三業を行うも

ので,このシステムの実現のため以‾卜の基本技術を開

発した｡

(1)端末数にJふじて映像の解像度を変え,最大16地一･∴(

まで接続‾叶能なパケットコーデックを開発した｡コー

ダ部では解像度を制御して符号化し,デコーダ部では芥

地点からの符号を時分割で複号化する新機能を備えた｡

(2)既存のソケットインタフェースに対する映像･音

声伝送の実現手段を開発した｡

(3)協同作業の乍間を表した仮想の吾Ij屋メタファによ

るインタフェースIIMR(HyperMeetingRoom)を開

発した｡HMRによって多地点に分散しているユーザ

ー間でも,才ぎ払に同一の協同作業空間の認識ができる｡
また,複数の協同作業空間をサポートし,協同作業乍

間ごとの音声映像の切り換えをウインドウフォーカス

に連動して制御する方式を開発した｡
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雷
有機単結晶による青色レーザ光発振

短波長マイクロレーザ光源として期待される有機非線形光学材料の単結晶を用いて,高効率で青色～紫外光の第二

高調波発生に成功した｡

APDA単結晶

840nm

(近赤外光) □420nm(青色光)

有機単結晶からの青色発振

〔諾雷雲完琶墓誌急度から近赤外レザ光を鮒し･青色光(濾)

非線形光くTjそ現象の一つに月試射光の‡波長の光を発牛
する芽吉二郎那皮発fト(SHG)があり,既存の半導体レー

ザを光子煉とLて,波長45()nm以下の青色光マイクロレ

ーザを製造できる有力な方法として注目されている｡

有機非線形材料は,従来の無機光学結晶に比べて変換

効率は点し､が,無敵良で透明な材料は少なく,また素子

化に必賓な単結晶の製造が難しいなどの課題があった｡

H_‾i7二製作所は[=フィヒ成二l二業株式会社と共同で,可視

城で透明で,かつ非線形件の高いジシクロ系新有機材

料(APDA)を開発し,さらにブリジマン法で単結占占を

‾製造した｡このjii机指を最適な方位に加_1二した試料を

別いて,Tiサファイアレーザ光を光源として,波長450

nmから380nm(有機材料として現在世界最短レベル

の波長)の音色～紫外光の第二高調波の発生に成功し

た｡変枚効率は実川化されている緑色領域(532nnl)の

Kl｢Pの2倍に咋赦し,この波長域では例のない優れた

粁件である｡

瞬時に学習できるファジィ推論システム

ロックウ工ルインターナショナル]-ボレーションサイエンスセンタと日立製作所とは共同で,瞬時にファジィルール

を学習するファジィ推論システムを開発した｡

ニューラルネットは′≡i甥によって問題解決に適した

ネットになる反面,l人J部の仕組みがわからないことと,

学子守が遅いという欠一lよがあっ7ご｡

また,従来のファジィ推論システムは,内部の什組

みはルールによってわかるが,ルール臼体の抽J†･が難

しいという欠点があった｡

開発Lたファジィ推論システムは,数伯データの最

大値,端′ト伯を求めるという簡単な計算でファジィル

ールを抽出できるという大きな特長を持つ｡このため,

ノ､;瑠時間はニューラルネットの一､jごこ刑部馴二対Lて無視

できる｡

これまでニューラルネットを適別してきた分野に,

このシステムを適用したところ,推論性能はほぼ同等

で三けた以上の半群が高速化されることが確かめられ

た｡このシステムはパターン認鼠 モデリング,一戸測

問題などに過片げきるが,特に,オンライン半円など

i:lJi達て'r甥が必安な分野への過片ほ進める一丁l左である｡

仙
昧
ハ
G
J
′
七
川

抽出ルール

IF入力がAにあるが1にはない

THEN入力は数字3である

圏

禁止領域Ⅰ

●

数字3

●
●

活性領域A

●

注:●(数字3のデータ)

曲がり具合

数字認識のときのファジィルールの抽出
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レーザビームプリンタ用の超高速ポリゴンミラーモータ

レーザビームプリンタの高速･高精細化やカラー化に対応できる新開発の磁性流体軸受を採用したレーザ走査用の

超高速ポリゴンミラーモータを製品化した｡

レーザ走奈別のポリゴンミラーモータは,クリーン

な環境での了たi通性や厳しいトー1転精性が要求されてお

i),軸′受技術がキーテクノロジーとなっている｡従水,

このモータの軸一夏として転がi)鰍受と乍;も軸′安が他州

されていたが,虹がi)軸′受はホ1j速l■･仲云に限界があi),

乍気軸受は境産件や製作コストの血で問題があった｡

新開発の磁性流体軸′支は,磁性流体を軸′受の潤滑と

シールに利f-Iiし7ご流体潤滑軸受で,特殊な成形加_l二法

によって精密な帥受ユニットのもと慮化と低価格化を咋】

っている｡性能向では,.fごi速件能に優れ7ご梅でナシール

を軸受ユニットに-一一体化するとともに,磁性流体の柿

件効果によって軸′乏の荷重‾支持能ノJと軸払…別に対する

減衰能力が大きくなる特長がある｡この特長を′l三かし

てモータの滞刊,静占Hヒとポリゴンミラーをサブミク

ロンオーダの高い川転枯度で支持することを叫能にし,

高速レーザプリンタに対J心できる1‾ノト3‾ノノr/111ill

のモータを開ヲ芭し7ご｡

ゝ転

薄型･高速化を実現した磁性流体軸受採用のポリゴンミラ

ーモータ

噴霧流･刺莫流の数値シミュレーション技術

研
究

気流が液満と液膜を同伴して流れる現象の解析技術を開発し,沸騰水型原子炉の蒸気乾燥器や自動車エンジン吸気

系の性能予測を可能にした｡

--2m′/s

佃)蒸気の流速分布

三夜滴径

(ドm)

■0～4D 80へノ120 1zOO以上

■40～80
._120～ZOO

(b)液滴の挙動

蒸気乾燥器内の流動解析結果
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噴霧流角紳丁では,個々の液滴が妄‾も流からノ受ける力を

計算して気流小の液滴の単軌を求める｡捌莫流解析で

は,;も流が捌莫に及ぼす摩据ノJ,液滴が衝突するとき

の運副菜,垂ノJを考慮して榊莫の挙動を求める｡

柿崎ノjく空当原イ▲かでは,炉心で発生した蒸気をタービ

ンに送るl-ラ1=二7jく分を除く必要があり,悦子炉圧力容器

内に蒸気乾燥提を設けている｡ノjく平断面図に示す4段

の披枇に衝突した液滴は,潮莫流として落‾卜する｡解

析の結凪1段臼の波板で多くの液滴を除去すること

ができ,拍二径の′トさい液滴は蒸気流に乗って波板間を

蛇行しながら通過することを初めて叫らかにした｡こ

の技術をf†Jることによって,従来の実現模試験の担l数

を低減でき,開発期間の大幅な短縮が可能になる見通

しを得た｡

また,この技術を円いて,自動車エンジンの燃料噴

射弁から汁,たガソリンが気筒に流入する様子を解析

し,エンジン吸妄も系の改良に貢献している｡



露
タービン翼の局部逐次鍛造技術

高価な総型を使用せず,単純形状の工具で素材を局部的に加圧し,材料流動を制御して非対称断面を加工する逐次

鍛造技術を開発し,タービン翼の加工に適用した｡

発電用蒸気タービン翼(静翼)の局部逐次鍛造

ニーズの多様化に伴い,従来人量/ヒ産を得意として

きた塑性加⊥でも,多くの機椎に対応できる加工技術

の開発が求められている｡今川,設備雪,金型費が高

価な総型鍛造に対して,簡単な⊥具を川いて,三次止

非対称品を加_上する†｡)部逐次鍛造技術を開発した｡

開発し7ご技術は,従来の自l郎投造では欠陥とされて

いた曲がりやねじれを逆に利†lける試みである｡材料
L'‾∨細

流垂加二ついての其礎研究に基づき,ストローク数が品

大毎秒7回の油圧サーボ制御高速鍛造機と,4軸数他

制御マニピュレータ,および高周波加熱装置で構成し

た実用機を開発し,他界で初めて非対称断面を持つ発

滝川蒸気タービン賀の低加工ノJ(従来比:去)による加
‾工を実現した｡

また,金型および素材形状と鍛造プロセスを製品形

状データから設定できるCAD/CAMシステムを開発

し,払丁二共類の設計･製作期間を含めた開発期間全体

の短縮を叫能にした｡

反射面移動記録方式光ディスク

記録前後で反射面ガ移動する新しい記録材料と記録方式を開発した｡この技術の応用で,再生光ディスク互換型の記

録可能光ディスクを実現した｡

高向質,アクセス機能,耐久性といった特長を持ち,

従来のLD(Laser Disc)と共用のプレーヤを実現でき

る,LDフナ二枚型の記録吋能光ディスクを開発した｡ディ

スク作製に要する期間はわずか1r一丁と短く,オリジナ

ルLD作製のニーズにもこたえることができる｡

このディスクは,記鎚用の滞付き基板上にSb2Se3十

渉暇とBi反射暇を形成Lたものである(図=｡記録

前,再′日干レーザはF層の反射膜で反射する｡このデ

ィスクに記録用のレーザを月絹寸すると,熱によって2

層が反応Lて反射的は言上側に移軌する(図2)｡このよ

うな記録前後での反射面の移劫を捕印することによ

り,従来に比べて記録部と非記録部の強度比(コントラ

スト)をはるかに高くすることができた｡

信号品質は,現状で最も高い再キミ専用光ディスクと

同等であるため,LDあるいはハイビジョンLDとフォ

ーマット互換のある請じ録可能光ディスクを実現できる｡

再生レーザ 対物レンズ

茨7つわ

記録前の反射面

アクリル樹脂基板
(記録用着付き)

Sb2Se3干渉膜

Bl反射膜

反射面の移動(記録後)

図l記録溝の効果による信号のコントラストの上昇

記毒景前 記録後

アクリル樹脂基板

Sb2Se3干渉膜

Bi反射膜

図2 記録による反射面の位置の変化
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